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KIT グローバル人材育成プログラム（受入） 

2025 年度 募集要項 

 

（１）趣旨 

 国際交流協定締結校等からの学生を受入れることにより、本学の学生交流の充実及び学内の国際化

を図ることを目的とする。 

 

（２）募集プログラム 

区分 内容 対象 受入期間 奨学金月額 ※１ 

Ⅰ国際連携学位

プログラム（ジ

ョイント／ダブ

ル ／ マ ル チ プ

ル・ディグリー

プログラム） 

本学で専門分野の学修や研究活動

を行うことを目的とし、本学との

間に国際連携学位プログラム協定

を結んでいる海外大学院の正規課

程に在学する学生を、国際連携学

位プログラム生として受入れる 

大学院生 1 学期間 

～1年以

内 

成績評価係数 2.3

以上：8万円 

 

Ⅱ交換留学プロ

グラム 

本学で専門分野の学修や研究活動

を行うことを目的とし、本学と授

業料不徴収の協定を結んでいる海

外大学（国際交流協定締結校）の学

部又は大学院の正規課程に在学す

る学生を、交換留学生として受入

れる 

プログラム期

間中を通じて

国際交流協定

締結校の学部

又は大学院の

正規課程に在

学する者 

原則 1セ

メスター

以上～1

年以内 

 

成績評価係数 2.3

以上：8万円 

Ⅲ教員主催によ

るインターンシ

ッププログラム 

本学の研究室での活動や本学教員

主催のワークショップへの参加を

通じて、実践的なプロジェクト遂

行を体験させ、国際的な視野を持

つ人材を育成することを目的とし

たプログラム 

※別紙１「プログラム一覧」参照 

 

プログラムに

より異なる 

原則８日

（プログ

ラムによ

っては 16

日）以上

～90 日未

満 

 

成績評価係数 2.3

以上：8万円 

※１. 成績評価係数については、別紙２「成績評価係数換算表」参照 

 

（３）各プログラム募集方法 

［Ⅰ. 国際連携学位プログラム（ジョイント／ダブル／マルチプル・ディグリープログラム）］ 

本学で専門分野の学修や研究活動を行うことを目的とし、本学との間に国際連携学位プログラム協

定を結んでいる海外大学院の正規課程に在学する学生を、国際連携学位プログラム生として受入れる。 

 

・チェンマイ大学 ジョイント・ディグリー・プログラム 

・WE-TEAM（マルチプル・ディグリー・プログラム） 

・トリノ工科大学 ダブル・ディグリー・プログラム 

・ベニス大学カ・フォスカリ校 ダブル・ディグリー・プログラム、コチュテル・プログラム 

・ロンドン芸術大学 ダブル・ディグリー・プログラム 

[参考]（大学ホームページ） 

https://www.kit.ac.jp/en/prospective_student/joint-degree-double-degree-programs/ 

 

https://www.kit.ac.jp/en/prospective_student/joint-degree-double-degree-programs/
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・奨学金申請期限及び結果通知 

奨学金申請期間：国際課が指定する期日までに申請すること。 

結果通知：奨学金支給開始月の前月末までに通知する。 

  

［Ⅱ. 交換留学プログラム］ 

本学で専門分野の学修や研究活動を行うことを目的とし、本学と授業料不徴収の協定を結んでいる

海外大学の学部又は大学院の正規課程に在学する学生を、交換留学生として受入れる。 

 [参考]交換留学プログラム（非学位課程）（大学ホームページ） 

https://www.kit.ac.jp/en/prospective_student/exchange-short-term-programs/ 

[参考]国際交流協定締結校一覧（大学ホームページ） 

https://www.kit.ac.jp/international_index/school-list/ 

 

・申請方法： 

派遣元大学の国際オフィスや本学担当コーディネーターが実施する学内選考を通過し、当該大

学の国際オフィスから本学国際課に正式に推薦される必要がある。なお、派遣元大学での手続き

や期限は、それぞれ派遣元大学の国際オフィスや本学担当コーディネーターに確認すること。 

本学国際課は、被推薦学生に対して入学許可手続きのためのオンライン申請案内を行う。また

並行して奨学金支給申請の可否を確認し、申請資格があるものに対しては個別に奨学金申請に必

要な手続きについて案内する。 

学生は、本学国際課の指示に従い、指定された期日までに必要な手続きを完了すること。 

 

 ・奨学金申請期限及び結果通知    

区分 本学滞在開始月 申請期限 結果通知 

春入学 2025 年 4 月 2025 年 3月 17 日（日本時間） 2025 年 4月上旬 

秋入学 2025 年 9 月 2025 年 7月 14 日（日本時間） 2025 年 8月～9月上旬 

 

［Ⅲ. 教員主催によるインターンシッププログラム］（別紙１「プログラム一覧」参照） 

本学の研究室での活動や本学教員主催のワークショップへの参加を通じて実践的なプロジェクト

遂行を体験させ、国際的な視野を持つ人材を育成することを目的としたプログラム。 

各プログラム担当教員または国際センターにより募集を行う。 

なお、別紙１に記載のプログラムのほか、年度当初に新規プログラムの公募を実施する予定。 

 

・奨学金申請期限及び結果通知 

奨学金申請期間：国際課が指定する期日までに申請すること。 

結果通知：奨学金支給開始月の前月末までに通知する。 

 

 

（４）奨学金支給要件 

原則として、以下の①～⑤に掲げる要件を全て満たすものとする。また、プログラムごとの要件

は下記のとおり。 

https://www.kit.ac.jp/en/prospective_student/exchange-short-term-programs/
https://www.kit.ac.jp/international_index/school-list/
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①2025 年 4 月 1 日から 2026 年 3 月 31 日までに渡日する者。 

②前年度の成績評価係数が 2.30 以上である者。（別紙２参照） 

③経済的理由により自費のみでの本プログラムへの参加が困難な者。 

④プログラム参加にあたり、他団体等から奨学金を受ける場合、当該奨学金の支給月額が本学か

ら支給する奨学金月額を超えない者。 

⑤その他、JASSO が実施する海外留学支援制度（協定受入）の資格・要件及び該当プログラム担

当教員の指定する条件を満たす者。 

 

［Ⅰ．国際連携学位プログラム、Ⅱ．交換留学プログラム］ 

◯国際交流協定締結校の学部又は大学院の正規課程に在学する者。 

◯本学と学生交流覚書を取り交わした国際交流協定校から、交換留学プログラム、ジョイント・

ディグリープログラム、ダブル・ディグリープログラム及びマルチプル・ディグリープログ

ラムに 1年以内の期間で参加する者。 

◯プログラム参加にあたり、「留学」の在留資格を取得し得る者。但し、「Ⅰ．国際連携学位プ

ログラム」については、参加者が日本国籍を有する場合のみ、以下（５）【Ｂ】KIT 外国人留

学生受入支援事業（旧「国際交流奨励基金」」奨学金）の対象とし得る。 

 

［Ⅲ．教員主催によるインターンシッププログラム］ 

◯別紙１に定めるプログラムもしくは年度当初の公募において採択された新規プログラムで

あること（別紙１のプログラムであれば非協定校からでも参加可能） 

◯原則 8日間以上（プログラムによっては 16 日以上）かつ 90 日未満の期間で参加する者。 

◯海外大学の学部又は大学院の正規課程に在学し、日本国籍を有する者は、以下（５）【Ｂ】KIT

外国人留学生受入支援事業（旧「国際交流奨励基金」」奨学金）の対象とし得る。 

 

（５）奨学金 

＜奨学金早見表＞ ※各奨学金の要件等詳細については表以下に記載 

                奨学金 

プログラム区分 

【Ａ】JASSO

奨学金※ 

【Ｂ】KIT 

奨学金※ 

Ⅰ．国際連携学位プログラム 

 
〇 △ 

Ⅱ．交換留学プログラム 

 
〇 × 

Ⅲ．教員主催によるインターンシッププログラム 

 
〇 △ 

※【Ａ】と【Ｂ】は併給不可。 

※応募者多数の場合は選考を行う。選考については、「（７）奨学金選考」を参照のこと。 

※原則として【Ａ】を優先的に配分する。また、Ⅰのうちジョイント・ディグリープログラム

及びⅢについて、【Ａ】を配分しても枠が不足する場合は、公募により【Ｂ】を配分すること

がある。 

※Ⅱの【Ａ】については、別紙１に定めるプログラムであり、かつ交換留学を対象としている

ものにのみ配分する。 
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※Ⅲについて、別紙１のプログラムへの参加を目的として非協定校の学生を受け入れる場合、

当該学生の受入れについて本学と派遣元大学との間に合意書が取り交わされていれば、【Ａ】

又は【Ｂ】に申請できることがある。 

 

【Ａ】日本学生支援機構（JASSO）海外留学支援制度（協定受入）（以下、「JASSO 奨学金」とする） 

・奨学金の支給要件：上記（４）に定める要件を満たすものとする。 

・奨学金月額：80,000 円 

  奨学金の支給月数は、別紙２「受入期間換算表」に基づき決定される。ただし、移動期間及

び渡航・帰国準備に関する期間は含まない。 

  渡日後、日本円で支給する。 

 

【Ｂ】KIT 外国人留学生受入支援事業（旧「国際交流奨励基金」」奨学金（以下、「KIT 奨学金」とす

る） 

・奨学金の支給要件：上記（４）に定める要件を満たすものとする。 

・奨学金月額：80,000 円 

奨学金の支給月数は、別紙２「受入期間換算表」に基づき決定される。また、支給期間は

３ヶ月を限度とし、1月の留学期間が 8日未満になる場合は、当該月の奨学金は支給しない。 

ただし、移動期間及び渡航・帰国準備に関する期間は含まない。 

支給対象者は、国際連携学位プログラム、教員主催によるインターンシッププログラムに

おける学内公募採択プログラムの参加者とする。 

渡日後、日本円で支給する。 

 

※奨学金の併給が可能かどうかについては、以下の表を参照のこと。 

併給奨学金の額 

 

申請奨学金種別 

8 万円以下 8 万円を超える 

【Ａ】JASSO 奨学金 ○ 併給可 × 併給不可 

【Ｂ】KIT 奨学金 ○ 併給可 × 併給不可 

 

（６）奨学金申請方法 

・申請書（様式Ｂ－１）：申請者本人にオンライン申請システムにログインさせ、「Scholarship」

から申請させる。 

オンライン申請システム：https://www.international.kit.ac.jp/ 

（ログイン用 ID・パスワードは国際課より案内する。） 

・申請完了後、国際課留学生係（ses@jim.kit.ac.jp）までメールで連絡させる。 

 

（７）奨学金選考 

［Ⅰ.国際連携学位プログラム、Ⅲ.教員主催によるインターンシッププログラム］ 

【Ａ】JASSO 奨学金 

別紙１に定めるプログラム担当教員又は学内公募採択プログラム担当教員の判断によ
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り、プログラムの目的に則っており、かつ JASSO の定める前年度の成績評価係数が高い者

を上位とし、同値の場合は、最新の通算 GPA が高い者を上位の者を優先して選出の上、国

際センターにおいて決定する。なお、応募者多数の場合は、選考要領に基づき選考を行う

場合がある。 

【Ｂ】KIT 奨学金 

【Ａ】の枠数が足りない場合もしくは別紙１のうち JASSO 不採択プログラム及び学内公

募採択プログラムの参加者Ⅰの参加者のうち、日本国籍保持者であるがゆえに【Ａ】の申

請資格を有しないものの【Ｂ】支給が適当と判断される学生を対象として、国際センター

が決定する。 

 

［Ⅱ.交換留学プログラム］ 

【Ａ】JASSO 奨学金 

別紙１に定めるプログラムのうち、交換留学を対象としている JASSO 採択プログラムの

担当教員の判断により、プログラムの目的に則っており、かつ JASSO の定める前年度の成

績評価係数が高い者を上位とし、同値の場合は、最新の通算 GPA が高い者を上位の者を優

先して選出の上、国際センターにおいて決定する。また、応募者多数の場合は、選考要領

に基づき選考を行う場合がある。 

 

［Ⅲ.教員主催によるインターンシッププログラム］ 

【Ａ】JASSO 奨学金 

別紙１に定めるプログラム担当教員又は学内公募採択プログラム担当教員の判断によ

り、プログラムの目的に則っており、かつ JASSO の定める前年度の成績評価係数が高い者

を上位とし、同値の場合は、最新の通算 GPA が高い者を上位の者を優先して選出の上、国

際センターにおいて決定する。なお、応募者多数の場合は、選考要領に基づき選考を行う

場合がある。 

【Ｂ】KIT 奨学金 

【Ａ】の枠数が足りない場合、もしくはⅢの参加者が海外大学の学部又は大学院の正規

課程に在学し日本国籍を有する場合において、【Ｂ】の支給が適当と判断される学生を対

象として、国際センターが決定する。 

 

 

（８）奨学金申請期限 

［Ⅰ. 国際連携学位プログラム］ 

奨学金申請期間：国際課が指定する期日までに申請すること。 

結果通知：奨学金支給開始月の前月末までに通知する。 

［Ⅱ. 交換留学プログラム］ 

区分 本学滞在開始月 申請期限 結果通知 

春入学 2025 年 4 月 2025 年 3月 17 日（日本時間） 2025 年 4月上旬 

秋入学 2025 年 9 月 2025 年 7月 14 日（日本時間） 2025年 8月～9月上旬 

［Ⅲ. 教員主催によるインターンシッププログラム］ 
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奨学金申請期間：国際課が指定する期日までに申請すること。 

結果通知：奨学金支給開始月の前月末までに通知する。 

 

（９）単位認定 

［Ⅱ. 交換留学プログラム］ 

・本学受入れ期間中に修得した単位が派遣元機関において認定される場合がある。 

・単位認定を希望する者は、帰国後に派遣元大学に手続き方法について問い合わせること。 

 

［Ⅲ. 教員主催によるインターンシッププログラム］ 

・インターンシップ生は本学の学籍を付与されないため、科目の履修とそれに伴う単位の修

得はできない。 

・但し、留学期間中の活動内容が、派遣元機関において単位認定される場合がある。 

単位認定を希望する者は、帰国後に派遣元大学に手続き方法等について問い合わせること。 

 

（１０）採用後の手続き等 

・個人の負担により「海外旅行傷害保険」（治療・救援費用無制限のもの）に加入すること。 

・「パスポートのコピー」、「フライトスケジュール」、「海外旅行保険証書（写）」を提出すること。 

・受入れ期間の変更が生じた場合、速やかに国際課へ連絡すること。なお、受入れ期間が短縮さ

れる場合には、変更後の受入れ日数に応じて奨学金支給月数が減少する。一方、受入れ期間が

延長される場合には、原則奨学金支給月数は増加しない。 

 

（１１）プログラム修了後の手続き等 

・JASSO 奨学金の受給者は、留学前及び留学後に、国際課が指定する期日までに別途 JASSO が指

定する様式による報告書を提出すること。 

 

（１２）本件担当及び書類提出先 

国際課留学生係 

 （受付時間：月～金のうち、9:00～12:00 及び 13:00～17:00） 

場所：松ヶ崎キャンパス 3 号館 3階 N313 

TEL：075-724-7131 

E-mail： ses@jim.kit.ac.jp 
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別紙１ 

 

 2025 年度 Ⅲ．教員主催によるインターンシッププログラム一覧 

 

  

プログラム名 プログラム担当教員 備考 

国際的高度建築技術者の育成並びに社会的ストック活

用、再生デザインを先導できる国際的研究者、デザイ

ナーの育成プログラム 

角田 暁治 教授 

（デザイン・建築学系） 

 

JDP を中核とした国際的高度専門職建築士（計画・設

計者）育成プログラム 

高木 真人 教授 

（デザイン・建築学系） 

 

インターナショナルファイバーネットワークの深化と

国際的に活躍する人材の育成 

安永 秀計 准教授 

（繊維学系） 

 

国際的かつ多角的視点に基づく情報工学・人間科学研

究開発者育成プログラム 

情報工学専攻長 

（情報工学・人間科学系） 

 

KIT-ASEAN 国際的高度専門技術者育成プログラム 

福澤 理行 准教授 

（情報工学・人間科学系） 

 

JV-Campus を活用したステップアップ型 KIT 

Summer/Spring School 

国際センター長  
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別紙２ 

●成績評価係数換算表 

※ 成績評価係数の算出方法 （本学におけるＧＰＡ算出方法とは異なるので注意すること） 

以下の表により「成績評価ポイント」を算出し、計算式に当てはめて計算（小数点第３位を四捨五入） 

４段階評価  優 良 可 不可 

４段階評価  Ａ Ｂ Ｃ Ｆ 

４段階評価  100～80 点 79～70 点 69～60 点 59 点～ 

５段階評価 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｆ 

５段階評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｆ 

５段階評価 100～90 点 89～80 点 79～70 点 69～60 点 59 点～ 

成績評価ポイント ３ ３ ２ １ ０ 

（計算式） 

（(「評価ポイント３の単位数」×３)＋(「評価ポイント２の単位数」×２)＋(「評価ポイント１の単位数」×１)＋(「評価ポイント０の単位数」×０)）  

／総登録単位数 

※ 履修した授業について単位制を採らない場合は、科目数をすべて単位数に置き換えて算出すること。 

※出願時に提出された成績証明書を使用して成績評価係数を算出する。 

 

※前年度の成績評価係数は、原則として在籍課程（学部、博士前期、博士後期）における前年度の成績か

ら算出する。 

※在籍課程における前年度の成績が選考時に存在しない場合（例えば、B1、M1、D1 の場合）は、原則とし

て選考時の前学期分の成績から算出する。前学期分の成績が出ていない場合は、前課程の最終年次（B1

であれば高校の最終年次、M1 であれば学部の最終年次、D1 であれば修士の最終年次）の成績から算出す

る。 

※前年度の成績評価係数については、算出元となる前年度の成績を含めた入学時からの累計の成績評価係

数についても、同等とみなすことができる。 

 

●受入期間換算表 

受入期間（日数） 支給月数 

 8 日 ～ 31 日 1 

32 日 ～ 62 日 2 

63 日 ～ 93 日 3 

 94 日 ～ 124 日 4 

125 日 ～ 155 日 5 

156 日 ～ 186 日 6 

187 日 ～ 217 日 7 

218 日 ～ 248 日 8 

249 日 ～ 279 日 9 

280 日 ～ 310 日 10 

311 日 ～ 341 日 11 

342 日 ～ 365 日 12 

受入期間は原則として受入教育プログラムに参加する期間とし、移動期間及び渡航・帰国準備に関す

る期間は含まない。 


